




























要約: 

1.全ての母子保健事業での保健婦稼働時間を、計画、実施、評価、研修に分類すると、全

ての母子保健事業稼働時間数の 86.7%が、事業を実施することそのもので占められていた。 

2.母子保健における保健婦の全ての稼働時間と年間出生数との回帰直線は統計的に有意な

回帰式が得られた。 

3.母子保健における保健婦の全ての稼働時間と人口との回帰直線は統計的に有意な回帰式

が得られた。 

4.乳児健康診査事業の全体稼働時間にたいして、出生 100 人当たりに保健婦が稼働した全

ての時間は、107 時間、乳児健康診査を実施することには、64%の 68 時間が費やされた。

同様に、3歳児健康診査の全体稼働時間では、約 107 時間で、3歳児健康診査を実施するこ

とだけでは、約 64%の約 68 時間が費やされた。 

5.保健婦の稼働時間は、母子保健事業のうち母子健康手帳の交付、乳児健康診査、9 ヵ月

児健康診査、1歳半健康診査、3歳児健康診査、健康相談や健康教育の事業実績量と有意な

関連を示した。 


